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１．はじめに 
 幅 45cm×高さ 20cm×奥行き 30cm の小型コンクリートブロックの

壁面に支圧抵抗を有する金属製補強材を使用した補強土壁工法 1)，2)は，

鉛直方向をインターロッキング構造により，水平方向を補強材の架橋

により結合した工法である．本報告は，構造特性としての施工性と耐

震性をまとめたものである． 
２．施工性 
 インターロッキングでは，凹部と凸部の両方を設けて結合するのが

一般的であるが，本工法では，図‐１に示すように，奥行き中央の長

さを短くし，互い目地で結合させることで，凸部のみで施工可能であ

る．また，空間長 a を凸部長さ b と異なる長さにして，下のブロック

の凸部と上のブロックの結合位置を変えることで，直壁と 1:0.1 勾配

の壁面を構築でき，壁面勾配を容易に管理できる．インターロッキン

グでは縦剛性により壁面の飛び出しを防ぐ効果があることは知られて

いるが，施工性の良さも発揮している． 
 施工手順を図‐２に示す．パネル式では高さ 1.5m の壁面パネルの

背面に盛土を 6 層で締固めする 3)のに対し，ブロック式では補強材設

置工と盛土工を交互に施工する． 
 壁面を先に施工すると，盛土の転圧エネルギーが壁面に働き，壁面

の変形につながる恐れがあることから 4)，壁面と盛土を交互に施工で

きるブロック式補強土は施工中の壁面変位の低減が期待できる．なお，

施工状況を図‐３に示す． 
３．耐震性 
 インターロッキングで結合されたブロック式補強土壁の耐震性に関

する遠心実験を行った 5)． 
 図‐４に模型実験概要図を示す．30g の遠心加速場で行うことによ

り、括弧内に示す実物換算スケールに相当した実験となる．図‐５に

示す 3 種類の壁面で行った。 
 図‐６に壁面変位の結果を示す．水平震度 0.2 では，壁面変位が壁

高の 2%以内の値に収束し，他の壁面で行ったケースと同様に安定し

ていた．また，水平震度 0.4 の大地震動では，パネル式では上段で大

きな変位が発生し，一体式では下段で大きな変位が発生したのに対し

て，ブロック式では顕著な変位が見られずバランス良く変位していた． 
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図‐１ 壁面ブロックの模式図 
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図‐２ 施工手順 

 
図‐３ 施工状況 
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 図‐７に壁面土圧の 5 点の合計値について，加振前からの増分

を示す．水平震度 0.3 までは増加していたが，水平震度 0.4 では壁

面構造により異なる挙動を示した． 
 パネル式では土圧が増加した．インターロッキングがなく，壁

面パネルが直線的に動くためと考えられる．また，一体式では水

平震度 0.3 とほぼ同値を示した．壁面の滑動により土圧の増加を

抑えたものの，壁面の変形は拘束されているため，土圧減少には

至らなかったものと考えられる．これより，インターロッキング

により壁面の角度が微妙に変化するブロック式は，たわみ性効果

を発揮し，大きい地震動における耐震効果が期待できる．ブロッ

ク式では土圧の減少が確認された．これは，インターロッキング

により壁面の角度が微妙に変化し，土圧の蓄積を抑えたためと考

えられる． 
 本構造により岩手県東部で 2007 年 12 月に施工されたブロック

式補強土壁では，2008 年の岩手県沿岸北部地震で震度 5 強 6)の地

震動を受けたが，壁面に変状がなく安定していたことが確認され

た（図‐８）．ブロック式のたわみ構造により，壁面ブロックに

ひび割れや角欠けが生じにくく，耐震性があることを確認した． 
４．まとめ 
 金属製補強材を用いたブロック式補強土壁の施工性と耐震性に

関して以下の知見が得られた． 
(1) 壁面の凹凸に合わせて設置するため，勾配管理が容易である． 
(2) ブロックの高さ 20cm は盛土一層の締固め厚と同程度なので，

壁面設置と盛土工を交互に実施でき，施工中の壁面変位の低減に

効果的で，壁面管理が容易である． 
(3) 動的遠心実験において，インターロッキング効果により壁面

全体がバランス良く変位し，たわみ性効果により土圧の減少が見

られた． 
(4) 震度 5 強の地震において，壁面に変状がなく，壁面ブロック

にひび割れ，角欠け等がないことを確認した． 
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図‐４ 模型実験概要図 
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図‐５ 実験条件 
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図‐６ 実験結果（変位） 
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図‐７ 実験結果（土圧） 

 
図‐８ 震度５強の地震を受けた現場 6)

（2008 年 8 月撮影） 
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